



















 岡山理科大学においては、「実用英語（TOEIC 対応クラス 600）」など、正課においても
TOEIC Listening & Reading Test（以下、TOEIC）受験に対応する科目が設定されてい
る。社会情報学科および経営学科（以下、当学科）の学生の中にも、これら科目を履修し、



























脱落1 年 2 年 3 年 4 年 院生
2015 年度 TOEIC 勉強会 13 7 2 4 0 0 ― 1 
2016 年度 TOEIC 勉強会 10 4 2 2 2 0 4 1 
2017 年度 TOEIC 入門（春） 12 8 2 2 0 0 3 2 
TOEIC 初級（秋） 11 4 1 3 2 1 3 2 





強法の指導を行っている。2015 年度は 11 月 15 日実施、2016 年度は 1 月 29 日実施の公
開テストの受験を目標に、春学期と秋学期を通じて 90 分の勉強会を 22 回行った。これに
加えて、外国人講師による英会話講習会を秋学期に 10 回実施した（後述）。2017 年度に
ついては、春学期、秋学期を分割し、それぞれ「入門コース」「初級コース」と銘打ち、7
月 23 日および 1 月 28 日実施の公開テスト受験を目標としてカリキュラムを構築した。 
 受講生には宿題として、単語の暗記と Part7 の問題演習を 2 問ほど課している。単語は
毎回最初に確認テストを行うことで定着度の向上を図り、また Part7 については勉強会の
最初の 10 分ほどをかけて答え合わせと解説を行っている。2017 年度「初級コース」から、
この解説を受講生に順番で担わせており、これによって解答を導き出すためのより深い洞
察を行うトレーニングを試みている。 
 また、毎年勉強会の最初に『公式問題集』を受講生に配布し、これを最低 3 回は解答す





そして 3 週間ほど開けて 3 回目の解答を、今度も 120 分の制限時間で行い、1 回目との差
分を確認するとともに、2 回目の復習の成果を確認する。『公式問題集』には 2 回分の試験





























































 全 10 回の講習会であったが、結果的に受講生 10 人が最後に 5-6 分のプレゼンテーショ
ンを行い、また他人にプレゼンテーションに英語でコメントを言いあえるまでになった。
また事後アンケート（有効回答数 9）を実施したところ、「総合評価」および「後輩へのお
勧め度」において、回答者すべてが 5 段階評価でもっともポジティブの「5」をつけた。 
 
５．今後の課題 
 以上、駆け足で社会情報学科・経営学科にて行ってきた TOEIC 勉強会のこれまでの実
践内容について紹介を行ってきた。最後にこれまでの取組についての成果と今後の課題を
提示したい。まず、成果としては、TOEIC の受験者の増加が挙げられる。大学で募集す
る TOEIC 団体受験を利用した本学科学生は、2014 年度は 0 だったのが、2015 年度に 20






2015 年度受講生 12 名の最終的なスコアは最高 555 点、平均 445 点であった。また、2016
年度受講生 6 名は、最高 480 点、平均 374 点、2017 年度入門コース受講生 4 名は、最高
600 点、平均 392 点であった。20 回以上、英会話を含めると 30 回を超えるレクチャーの
結果として、このスコアでは物足りないといえよう。 
 また、参加者の増加も課題である。筆者による勉強会はともかく、英会話講習会は学科
から予算を支出している以上、より多くの学科学生に受講してほしいと考える。とりわけ
2017 年度に行った英語プレゼンテーションは、学生に自信を与えることにもつながってい
るようなので、次年度以降はより幅広い参加者を募りたい。 
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